
授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

科目区分

授業形態

【 G・H 】

【 I 】

サブ
タイトル

担当者

【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 ◯ 】 【 ◯ 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）

科目コード B621-1-X    (科目一覧番号：263)

評価方法

授業内での確認小テスト（30％）、期末レポート（40％）、質問による授業への貢献（30％）														
														
														
														

毎回の授業後に質問を受け付け、次回の授業内で回答する。その他オンラインでフィードバックを行う。													
														
														
														

評価基準

S：授業内容を深く理解しており、問題点の把握が的確であって、根拠をもって自己の見解を明確に主張している。
Ａ：授業内容を十分に理解しており、問題点を把握したうえで、自己の見解を主張している。
Ｂ：授業内容を理解し、問題点に関する意見を述べている。
Ｃ：授業内容に関する最低限の知識を身に付けており、設問に答えている。
Ｄ・Ｅ：上記のいずれにも達しない。　　Ｆ：評価不能（出席回数が要件を満たさないなど）。

他科目との

関連性

国際社会についての理解が前提となるため、国際関係論や国際関係入門に関連します。また、国内法と対比しつつ理解することで国際法の理解は深まる
し、国際法は国内法を通じて実現する側面もあるので、憲法をはじめとする基本的な国内法に関わる科目にも関連します。												
														
														

長田 祐卓, 齊藤 功, 野澤 基恭, 中田 達也, 松本 祥志編『現代に生きる国際法』尚学社、2022年														
														
														
														

岩沢雄司著『国際法〔第2版〕』東京大学出版会、2023年

教科書

参考書

アクティブ
ラーニングの

方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク

【
到
達
目
標

】

・国際法の基本概念を理解し、自らの言葉で説明できるようになる。
・国際社会の出来事を国際法を使って説明できるようになる。
・国際法の理解を踏まえて、国際紛争の解決の在り方について、自らの意見を述べることができるようになる。

対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

担当形態 単　独
教員の免許状取得のための　（－・－・公民必修・－）科目

教員の免許状取得のための　（－・－・公民必修・－）科目

履修条件
隣接科目（国際関係論など）を履修していることが望ましい。														
														
														

施行規則に定める科目区分又は事項等
教科に関する専門的事項：「法律学（国際法を含む）、政治学（国際政治を含む）」（高一種免公民）

国際法から世界をみる 山田寿則

授業概要

【
概
要

】

　「社会あるところ法あり」との法格言がいうように，人間社会を秩序づけるために法が必要のものであるとすれば，国際社会にも法は存在する。
国際法は，主権国家が併存する近代ヨーロッパ社会において成立し，その妥当基盤となる「国際社会」の拡大・変容にともなって，変化してきた。
今日の国際社会は，異質な価値を背景とする諸国家からなるだけでなく，主権国家とは異なる利害や価値観を背景とした非国家主体（国際組織
や企業，NGO，個人等）も構成要素として包含する極めて多様で多元的な社会となっている。現代の国際法も，かかる国際社会の変化とともに，そ
の原則・規則を変質させてきており，また，法主体の多様化，法源論の動揺にみられるように構造的な変容をも余儀なくされている。
　本講義では，現代の国際法が，このような国際社会の秩序づけに際してどのように機能し，またどのような限界を有しているかについて理解する
ことを主な目的とする。また，この理解を踏まえて，国際事象を法的に解説し，自らの見解を構築できる力を養うことを目標とする。その際に，身近
な視点から国際法を理解できるよう，なるべく身近な問題，例えば日本の外交課題などをとりあげつつ講義を進める。
													
													
													

DP（ディプロマ・ポリシー）④

専門科目：【 G･H・Ｉ 】教科及び教科の指導法に関する科目（－・－・公民・－）

対面開講

○　（やや当てはまる）

国際法Ⅰ

開講年次

【 G 】3

単位数

【 G 】2

国際法Ⅰ
選　択

【 H 】3 【 H 】2

国際法Ⅰ 【 I 】3 【 I 】2



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

11

紛争の平和的解決（裁判で国際紛争は解決できるのか？）

教科書第15章Ⅳ、Ⅴを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

12

安全保障（戦争の違法化）

教科書第17章Ⅰを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

9

国家責任法（２）（国家の責任の取り方、取らせ方）

教科書第23章Ⅲ～Ⅴを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

10

紛争の平和的解決（話し合いで国際紛争は解決できるのか？）

教科書第15章Ⅰ～Ⅲを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

15

全体のまとめ（もう一度、国際法は法か？）

教科書第25章を事前にもう一度学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

科目コード B621-1-X    (科目一覧番号：263)

13

安全保障（国連の集団安全保障）

教科書第17章Ⅲを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

14

安全保障（自衛権）

教科書第17章Ⅱを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

国際法の歴史（国際法はどこで生まれ、どう広がったか？）

教科書第1章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

7

国家管轄権（国境という壁をどう乗り越えるか？）

教科書第9章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

8

国家責任法（１）（国家の責任はどのようにして発生するのか？）

教科書第23章ⅠとⅡを事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

5

国際法の法源（条約の成立と終了―日韓併合を素材に）

教科書第3章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

6

国家の成立と承認（「一つの中国」論をめぐって）

教科書第21章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

国際法Ⅰ

開講年次

【 G 】3

単位数

【 G 】2

国際法Ⅰ
選択

【 H 】3 【 H 】2

国際法Ⅰ 【 I 】3 【 I 】2

その他

予習においては、指定された教科書の範囲を熟読し、自身がよくわからない点や疑問に思う点を明確にしてくること、並びに、復習においては、授業を通じて
その不明点や疑問点が解消されたかどうかを確認し、さらに生じた疑問点を質問することが推奨されます。
なお、国際社会での出来事に即した授業展開をすることがあり、授業の進度が多少変更される場合があります。

3

国際法の概念（国際法は法か？）

教科書第25章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

4

国際法の法源（国際法はどのようにして成立するか―慣習法と国連決議を中心に）

教科書第24章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

授業内容

1

国際法学習へのイントロダクション

教科書第28章を事前に学習する（90分） 授業内容を復習し質問を提出する（90分）

2


